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解
説
　
本
稿
で
取
り
上
げ
る
雑
誌
『
ソ
ヴ
ェ
ト
文
化
』
と
は
、
一
九
四
五
年
十
二
月
、
ソ
ヴ
ェ
ト
研
究
者
協
会
が
設
立
さ
れ
、
翌
年
五
月
に
同
研
究
者
協
会
が
中
心
と
な
っ
て
日
ソ
文
化
連
絡
協
会
（
会
長
・
土
方
与
志
）
が
生
ま
れ
た
こ
と
で
、
両
者
共
同
編
集
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
雑
誌
で
あ
る
。
当
時
の
ソ
ビ
エ
ト
研
究
は
、
戦
前
の
研
究
機
関
が
す
べ
て
閉
鎖
さ
れ
る
と
と
も
に
、
研
究
者
は
丸
の
内
三
菱
二
十
一
号
館
の
ソ
連
代
表
部
読
書
室
に
寄
贈
さ
れ
る
雑
誌
な
ど
で
情
報
を
得
て
い
た
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
。
こ
の
ソ
ヴ
ェ
ト
研
究
者
協
会
に
は
、
自
然
科
学
、
社
会
科
学
、
教
育
部
会
、
文
学
芸
術
部
会
の
四
部
会
に
四
百
名
の
研
究
者
が
参
集
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
日
ソ
文
化
連
絡
協
会
の
創
立
準
備
世
話
人
（
土
方
与
志
、
式
場
隆
三
郎
、
蔵
原
惟
人
、
大
竹
博
吉
、
除
村
吉
太
郎
、
亀
井
文
夫
、
米
川
正
夫
、
宮
本
百
合
子
な
ど
）
の
多
く
は
戦
前
に
ソ
連
滞
在
経
験
を
持
つ
。
　
中
で
も
、
杉
並
区
の
自
宅
を
創
立
事
務
所
に
提
供
し
日
ソ
文
化
連
絡
協
会
の
会
長
で
あ
っ
た
演
出
家
の
土
方
与
志
（
一
八
九
八　
一
九
五
九
）
は
、
戦
前
私
財
を
投
じ
て
築
地
小
劇
場
を
建
設
、
そ
の
後
モ
ス
ク
ワ
で
国
際
革
命
演
劇
同
盟
書
記
局
員
と
な
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
史
上
初
の
華
族
の
爵
位
剥
奪
と
い
う
事
件
に
も
な
っ
た
。
一
九
四
一
年
に
帰
国
後
、
直
ち
に
投
獄
、
懲
役
五
年
の
判
決
を
受
け
る
。
一
九
四
五
年
十
月
、
土
方
が
宮
城
刑
務
所
か
ら
出
獄
後
、
し
ば
ら
く
栃
木
県
那
須
野
に
在
住
、
の
ち
に
日
ソ
文
化
連
絡
協
会
理
事
長
に
就
任
す
る
。
　
一
九
四
六
年
五
月
の
創
刊
号
の
案
内
に
よ
れ
ば
、「
日
ソ
両
国
の
文
化
の
交
流
交
換
を
行
う
」
た
め
に
、
資
料
文
献
の
交
換
、
映
画
、
『
ソ
ヴ
ェ
ト
文
化
』
総
目
次
吉
田
則
昭
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講
演
会
等
、
日
ソ
文
化
紹
介
の
た
め
の
各
種
の
催
物
を
行
う
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
そ
し
て
、「
今
度
の
戦
争
以
来
日
ソ
文
化
の
交
流
は
全
く
杜
絶
し
、
北
方
の
窓
は
我
々
の
前
に
固
く
鎖
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
今
後
は
本
協
会
を
通
じ
て
、
ソ
連
邦
の
新
聞
、
雑
誌
其
他
の
刊
行
物
が
ど
し
ど
し
我
々
の
前
に
提
供
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
で
あ
ら
う
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
同
誌
は
こ
う
し
た
文
化
活
動
、
論
考
記
事
を
掲
載
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
　
創
刊
号
で
は
、「
発
刊
の
辞
に
か
へ
て
」（
園
部
四
郎
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
四
五
年
秋
に
シ
ー
モ
ノ
フ
を
団
長
と
し
、
ゴ
ル
バ
ー
ト
フ
、
ア
ガ
ー
ポ
フ
、
ク
ド
レ
ワ
ー
テ
ィ
フ
の
四
人
の
作
家
か
ら
な
る
対
文
連
代
表
団
が
来
日
す
る
。
シ
ー
モ
ノ
フ
は
『
ロ
シ
ア
の
人
々
』『
昼
と
な
く
夜
と
な
く
』
な
ど
当
時
の
ソ
連
の
著
名
な
作
家
、
ゴ
ル
バ
ー
ト
フ
は
『
降
伏
な
き
民
』
で
知
ら
れ
、
ク
ド
レ
ワ
ー
テ
ィ
フ
は
の
ち
雑
誌
『
ア
ガ
ニ
ョ
ー
ク
』
の
編
集
長
、
と
い
う
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。
　
創
刊
号
巻
末
に
は
、
次
の
よ
う
な
案
内
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
真
の
民
主
主
義
を
欲
す
る
者
は
、
ア
メ
リ
カ
的
民
主
主
義
と
と
も
に
ソ
ヴ
エ
ト
的
民
主
主
義
を
識
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
雑
誌
「
ソ
ヴ
エ
ト
文
化
」
は
、
従
来
、
軍
国
主
義
的
官
僚
政
府
と
そ
の
手
先
に
よ
つ
て
行
は
れ
て
き
た
反
ソ
ヴ
エ
ト
的
、
非
科
学
的
デ
マ
ゴ
ギ
ー
を
排
し
て
、
今
日
ア
メ
リ
カ
と
並
ん
で
世
界
の
二
大
民
主
主
義
的
指
導
国
家
の
一
で
あ
る
ソ
ヴ
エ
ト
連
邦
の
政
治
・
経
済
・
文
化
・
科
学
全
般
に
亘
つ
て
そ
の
正
し
き
姿
と
世
界
史
的
意
義
を
紹
介
す
る
為
に
、
ソ
ヴ
エ
ト
研
究
者
協
会
の
権
威
あ
る
編
輯
の
下
に
、
刊
行
さ
れ
る
日
本
唯
一
の
綜
合
的
な
ソ
ヴ
エ
ト
紹
介
誌
で
あ
り
ま
す
。
ソ
ビ
エ
ト
文
化
社
は
雑
誌
「
ソ
ヴ
エ
ト
文
化
」
を
発
行
す
る
外
、
同
じ
目
的
の
下
に
主
と
し
て
ソ
ヴ
エ
ト
連
邦
に
関
す
る
啓
蒙
的
刊
行
物
を
出
版
す
る
と
と
も
に
講
習
會
、
講
演
會
等
を
通
じ
て
啓
蒙
的
活
動
を
行
ふ
も
の
で
す
」
　
こ
こ
に
は
、「
日
本
唯
一
の
綜
合
的
な
ソ
ヴ
エ
ト
紹
介
誌
」
と
し
な
が
ら
も
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る
検
閲
を
意
識
し
て
か
、
ア
メ
リ
カ
民
主
主
義
を
讃
え
な
が
ら
ソ
ビ
エ
ト
的
民
主
主
義
を
讃
え
る
と
い
う
表
現
が
奇
異
に
み
え
る
。
さ
ら
に
「
編
集
後
記
」
で
は
、「
幸
ひ
ソ
ビ
エ
ト
研
究
者
協
会
と
い
ふ
組
織
の
お
か
げ
で
他
の
エ
セ
民
主
雑
誌
、
営
利
雑
誌
に
み
ら
れ
な
い
優
秀
な
原
稿
の
み
を
集
め
る
こ
と
の
で
き
た
」。
そ
し
て
、「
こ
の
雑
誌
が
日
本
の
民
主
革
命
に
、
特
に
文
化
革
命
の
上
に
、
大
き
な
意
義
と
役
割
を
演
ず
る
こ
と
を　
又
ぜ
ひ
さ
う
さ
せ
る
と
い
ふ
こ
と
を
私
た
ち
は
確
く
信
じ
て
ゐ
る
」
と
し
て
、
文
化
革
命
を
同
誌
の
方
針
と
し
て
強
く
打
ち
出
し
て
い
る
。
ま
た
『
ソ
ヴ
ェ
ト
文
化
』
は
、
他
方
、
会
員
相
互
を
結
ぶ
組
織
媒
体
と
し
て
、
会
員
の
声
や
動
向
が
雑
誌
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
っ
て
い
っ
た
。
特
に
占
領
期
の
民
主
化
の
動
向
を
受
け
て
、
ソ
ビ
エ
ト
文
化
紹
介
の
伝
達
媒
体
の
役
割
だ
け
で
な
く
、
会
員
に
基
盤
を
置
い
た
文
化
普
及
雑
誌
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と
し
て
の
位
置
づ
け
が
明
確
に
な
っ
て
く
る
。
　
一
九
四
七
年
十
一
月
（
八
号
）
か
ら
終
刊
す
る
一
九
四
八
年
十
二
月
（
十
五
号
）
ま
で
の
間
、『
ソ
ヴ
ェ
ト
文
化
』
は
特
集
主
義
の
体
裁
を
取
る
よ
う
に
な
る
。
参
考
ま
で
に
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
ゴ
ー
ド
ン
・
Ｗ
・
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
所
蔵
雑
誌
に
依
拠
し
、
こ
の
時
期
の
特
集
タ
イ
ト
ル
と
そ
の
検
閲
処
分
・
発
行
部
数
を
例
示
す
る
と
、
八
号
「
社
会
主
義
建
設
の
三
十
年
」（
削
除
一
五
、
部
数
不
明
）、
十
一
号
「
特
集
一
、
ソ
ヴ
ェ
ト
文
学
の
新
し
い
発
展　
特
集
二
、
引
揚
者
に
き
く
ソ
連
の
実
相
」（
事
前
検
閲
多
数
、
七
〇
〇
〇
部
）、
十
二
号
「
抑
留
生
活
の
実
相
報
告
」（
差
止
二
、
削
除
三
、
七
〇
〇
〇
部
）、
十
三
号
「
ソ
ヴ
ェ
ト
の
藝
術
特
集
」（
七
〇
〇
〇
部
）、
十
四
号
「
世
界
平
和
と
ソ
連
邦
」（
差
止
一
、
削
除
一
八
、
部
数
不
明
）、
十
五
号
「
ソ
ヴ
ェ
ト
の
母
子
保
護
政
策
」（
削
除
二
、
八
〇
〇
〇
部
）
と
い
う
よ
う
に
、
削
除
、
差
止
の
検
閲
処
分
が
少
な
か
ら
ず
下
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
れ
る
。
ま
た
原
稿
は
編
集
部
に
出
さ
れ
た
も
の
の
発
行
さ
れ
な
か
っ
た
号
も
あ
る
。
【
凡
例
】
一
、
各
号
の
見
出
し
に
は
、
巻
号
、
発
行
年
月
日
、
定
価
、
を
記
し
た
。
二
、
標
題
は
原
則
と
し
て
本
文
か
ら
作
成
し
た
。
　
　
各
項
目
は
、
標
題
、
筆
者
名
、
ペ
ー
ジ
（
始
め　
終
わ
り
）
の
順
で
記
し
た
。
　
　
ペ
ー
ジ
数
（
ノ
ン
ブ
ル
）
の
振
り
方
は
号
に
よ
っ
て
異
な
る
場
合
も
あ
る
。
三
、
必
要
に
応
じ
て
、
＊
を
付
し
て
注
記
し
た
。
四
、
旧
字
体
は
新
字
体
（
常
用
漢
字
・
人
名
用
漢
字
）
に
改
め
、
仮
名
づ
か
い
は
原
文
ま
ま
と
し
た
。
五
、
広
告
情
報
は
割
愛
し
た
。
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創
刊
号　
一
九
四
六
年
五
月
　
（
昭
和
二
十
一
年
五
月
一
日
印
刷
、
五
月
五
日
発
行
）
　
　
定
価
４
円
・
送
料
30
銭
　
　
編
集
人　
ソ
ヴ
ェ
ト
研
究
者
協
会
　
　
発
行
人　
桑
名
一
央
（
東
京
都
神
田
淡
路
町
一
丁
目
十
一
番
地
）
　
　
印
刷
所　
竹
田
印
刷
所
（
金
沢
市
松
ケ
枝
町
五
番
地
）
　
　
発
行
所　
ソ
ヴ
ェ
ト
文
化
社
（
東
京
都
神
田
淡
路
町
一
丁
目
十
一
番
地
）
表
紙




















赤
松
俊
子　
　
表
１
表
紙
文
字


















高
橋
錦
吉　
　
表
１
カ
ッ
ト














丸
木
位
里
・
赤
松
俊
子　
　
表
１
明
る
い
農
村　
絵　
説
明
文















　
　
表
２
発
刊
の
辞
に
か
へ
て











そ
の
べ
・
し
ろ
う　
　
　
１
第
二
次
世
界
大
戦
と
ソ
連
の
役
割









堀
江
邑
一　
２
～
７
ソ
研
ニ
ュ
ー
ス




















　
　
　
７
ソ
ヴ
ェ
ト
民
主
主
義
と
自
由
（
上
）







畑
中
政
春　
８
～
11
指
導
者
の
こ
と
ば　
革
命
の
た
め
の
根
本
法
則　
レ
ー
ニ
ン
　
　
「
共
産
主
義
の
左
翼
小
児
病
」（
一
九
二
〇
年
）
よ
り





　
　
11
新
世
界
の
富
















宮
本
百
合
子　
12
～
13
新
し
い
ソ
ヴ
ェ
ト
人
の
タ
イ
プ










横
田
瑞
穂　
14
～
15
新
し
い
人
民
文
化















福
井
研
介　
16
～
20
ソ
ヴ
ェ
ト
愛
国
主
義





ゴ
ル
バ
ー
ト
フ
［
二
月
二
十
四
日　
　
　
　
　
　
ソ
ヴ
ェ
ト
研
究
者
協
会
総
会
に
於
け
る
講
演
］
井
上　
満［
記
］　
21
～
27
児
童
娯
楽
施
設











ア
ー
・
セ
メ
ン
チ
ュ
ク　
　
　
27
二
つ
の
世
代


















田
中
實　
28
～
32
科
学
ト
ピ
ッ
ク
ス




















28
～
32
婦
人
地
質
学
者
の
活
動　
抄
訳














　
　
　
31
社
会
主
義
農
業
の
話
（
一
）










的
場
徳
造　
33
～
38
私
達
の
教
室
「
ソ
連
は
何
故
太
平
洋
戦
争
に
参
戦
し
た
か
？
」
　
　




















園
部
四
郎　
33
～
39
日
ソ
文
化
連
絡
協
会
が
生
れ
る






日
ソ
文
化
連
絡
協
会　
　
　
38
ソ
ヴ
ェ
ト
の
婦
人　
一
九
四
六
年
三
月
八
日
国
際
婦
人
デ
ー
に
寄
せ
る
　
　
全
連
邦
共
産
党
中
央
委
員
会
決
定
に
依
る









　
　
39
メ
ル
シ
ェ
将
軍　
芸
術　
イ
リ
ヤ
・
エ
レ
ン
ブ
ル
グ
［
作
］
　
　
原
子
林
二
郎
［
訳
］
















40
～
46
赤
い
隅
























　
　
46
「
ソ
ヴ
ェ
ト
文
化
」
読
者
会
案
内














　
　
47
編
輯
後
記























　
　
47
ソ
連
邦
国
歌　
露
日
文














編
集
部　
　
　
48
第
二
号　
一
九
四
六
年
六
月
　
（
昭
和
二
十
一
年
六
月
一
日
印
刷
、
六
月
五
日
発
行
）
　
　
定
価
４
円
・
送
料
30
銭
　
　
編
集
人　
ソ
ヴ
ェ
ト
研
究
者
協
会
・
日
ソ
文
化
連
絡
協
会
　
　
発
行
人　
桑
名
一
央
（
東
京
都
神
田
淡
路
町
一
丁
目
十
一
番
地
）
　
　
印
刷
所　
竹
田
印
刷
所
（
金
沢
市
松
ケ
枝
町
五
番
地
）
　
　
発
行
所　
ソ
ヴ
ェ
ト
文
化
社
（
東
京
都
神
田
淡
路
町
一
丁
目
十
一
番
地
）
表
紙




















赤
松
俊
子　
　
表
１
表
紙
文
字


















高
橋
錦
吉　
　
表
１
カ
ッ
ト



















丸
木
位
里　
　
表
１
大
胆
に
、
同
志
よ
、
足
並
揃
へ
て
（
楽
譜
と
原
詞
）
　
　
露
文
















エ
ル
・
ラ
ヂ
ナ　
　
　
１
戦
後
経
済
復
興
と
新
五
ヶ
年
計
画









西
澤
富
夫　
２
～
９
20『ソヴェト文化』総目次
ト
ピ
ッ
ク
解
説
『
イ
ラ
ン
問
題
』
と
は
何
か
？









８
～
９
ソ
ヴ
ェ
ト
民
主
主
義
と
自
由
（
下
）







畑
中
政
春　
10
～
13
赤
い
隅
（
ボ
リ
ス
・
ゴ
ル
バ
ー
ト
フ
の
日
本
印
象
記
）





13
、
31
み
ん
な
知
り
た
が
っ
て
い
る












上
田
進　
14
～
15
文
化
ニ
ュ
ー
ス




















　
14
～
17
ロ
シ
ア
文
学
と
日
本
の
小
説










平
林
た
い
子　
16
～
17
国
営
商
店
の
食
料
品
価
格
引
下
げ
















17
戦
勝
の
文
学（
一
）　
戦
時
ソ
ヴ
ェ
ト
文
学
の
諸
作
品


小
川
亮
作　
18
～
23
モ
ス
コ
ー
の
春












赤
松
俊
子
［
絵
と
文
］　
24
～
25
科
学
ト
ピ
ッ
ク
ス















崎
川
範
行　
26
～
27
五
ヶ
年
計
画
は
如
何
に
し
て
作
ら
れ
る
か
？





園
部
四
郎　
28
～
30
読
者
の
参
加
の
た
め
に

















　
　
　
30
大
胆
に
、
同
志
よ
、
足
並
揃
へ
て
（
訳
詞
）


エ
ル
・
ラ
ヂ
ナ　
　
　
31
講
座　
社
会
主
義
農
業
の
話
（
二
）







的
場
徳
造　
32
～
36
私
た
ち
の
教
室　
ソ
連
で
は
私
有
財
産
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
？
　
　




















園
部
四
郎　
32
～
35
三
月　
四
月







コ
ジ
ュ
ヴ
コ
フ［
作
］　
井
上
満［
訳
］　
37
～
45
ソ
連
戦
災
都
市
の
復
興　
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド









　
　
　
45
北
満
・
北
朝
の
治
安
は
な
ぜ
み
だ
れ
た
か
？
　
　
そ
の
責
任
者
は
誰
か
!?
















46
～
47
ソ
ヴ
ェ
ト
研
究
者
協
会
ニ
ュ
ー
ス














　
　
48
編
輯
後
記























　
　
48
モ
ス
ク
ワ
の
学
童




















　
表
３
政
治
的
に
も
経
済
的
に
も
解
放
さ
れ
た
ソ
ヴ
ェ
ト
婦
人






　
表
４
第
三
号　
一
九
四
六
年
七　
八
月
「
特
集　
ソ
ヴ
ェ
ト
の
生
活
」
　
（
昭
和
二
十
一
年
八
月
一
日
印
刷
、
八
月
五
日
発
行
）
　
　
定
価
４
円
・
送
料
30
銭
　
　
編
集
人　
ソ
ヴ
ェ
ト
研
究
者
協
会
・
日
ソ
文
化
連
絡
協
会
　
　
発
行
人　
桑
名
一
央
（
東
京
都
神
田
淡
路
町
一
丁
目
十
一
番
地
）
　
　
印
刷
所　
竹
田
印
刷
所
（
金
沢
市
松
ケ
枝
町
五
番
地
）
　
　
発
行
所　
ソ
ヴ
ェ
ト
文
化
社
（
東
京
都
神
田
淡
路
町
一
丁
目
十
一
番
地
）
表
紙　
モ
ス
ク
ワ
の
森













赤
松
俊
子　
　
表
１
カ
ッ
ト














丸
木
位
里
・
赤
松
俊
子　
　
表
１
ソ
ヴ
ェ
ト
の
母
と
子


















　
　
表
２
腕
に
書
か
れ
た
文
字
は
「
国
際
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
プ
ラ
ウ
ダ
紙
よ
り
　
　














ク
ク
ル
イ
ニ
ク
ス
イ
［
画
］　　
　
１
人
民
文
化
の
栄
え
る
国












　
園
部
四
郎　
２
～
６
ソ
ヴ
ェ
ト
の
芸
術
界














土
方
敬
太　
６
～
７
ソ
ヴ
ェ
ト
の
生
活　
働
く
権
利
と
休
む
権
利　
ソ
ヴ
ェ
ト
の
労
働
者
は
如
何
に
　
　
保
護
さ
れ
て
い
る
か
？



ア
・
イ
・
バ
シ
ェ
ル
ス
ト
ニ
ク　
８
～
12
ソ
ヴ
ェ
ト
の
生
活　
ソ
ヴ
ェ
ト
家
庭
の
建
設　
特
に
母
子
法
と
離
婚
法
を
　
　
中
心
に

















佐
藤
福
子　
12
～
15
ソ
ヴ
ェ
ト
の
生
活　
コ
ル
ホ
ー
ズ
農
民
の
生
活




的
場
徳
造　
15
～
18
一
切
の
問
題
が
働
く
者
の
代
表
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る　
ソ
ヴ
ェ
ト
最
高
会
議
　
　
の
記
録






















　
　
19
ソ
ヴ
ェ
ト
総
選
挙
の
総
決
算　
最
高
会
議
の
報
告
よ
り






　
　
19
タ
ヴ
ア
ー
リ
シ
チ















除
村
ヤ
エ　
20
～
22
ゴ
リ
キ
イ
十
年
忌　
追
悼
の
集
り　
ゴ
リ
キ
イ
回
想
　
　














も
り
た
・
み
え
・
し
る
す　
20
～
23
ニ
ュ
ー
ス　
ゴ
リ
キ
イ
記
念
出
版
（
文
と
写
真
）
21
　
　













Ｍ
・
オ
シ
ュ
ル
コ
フ
［
撮
影
］　　
　
23
北
極
の
科
学
者
た
ち
「
砕
氷
船
セ
ト
フ
号
」
よ
り




田
中
實　
24
～
29
（
絵
と
文
）
森
の
モ
ス
ク
ワ











赤
松
俊
子　
30
～
31
講
座　
五
ヶ
年
計
画
の
話
（
上
）








田
村
清
吉　
32
～
36
私
た
ち
の
教
室　
ソ
連
で
は
宗
教
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
？
　
　

















園
部
四
郎
［
担
当
］　
32
～
36
赤
い
隅























　
　
　
37
三
月　
四
月







コ
ジ
ュ
ヴ
コ
フ［
作
］　
井
上
満［
訳
］　
38
～
46
青
年　
楽
譜
と
原
詞
、
訳
詞
　
　



イ
・
フ
レ
ン
ケ
ル［
作
詞
］
エ
ム
・
コ
ヴ
ア
ー
リ［
作
曲
］　
46
～
47
ソ
ヴ
ェ
ト
研
究
者
協
会
ニ
ュ
ー
ス













　
　
　
48
日
ソ
文
化
連
絡
協
会
ニ
ュ
ー
ス














　
　
　
48
各
地
ニ
ュ
ー
ス




















　
　
　
48
編
集
後
記






















　
　
　
48
あ
る
労
働
者
の
家
族



















　
表
３
17
人
の
子
供
を
育
て
た　
農
村
の
母
性
英
雄　
ア
ン
ナ
・
ヴ
エ
リ
ア
エ
ワ
　
　
お
ば
さ
ん




















　
　
表
４
第
四
号　
一
九
四
六
年
九
月
「
座
談
会　
最
近
の
ソ
ヴ
ェ
ト
を
語
る
」
　
（
昭
和
二
十
一
年
九
月
一
日
印
刷
、
九
月
五
日
発
行
）
　
　
定
価
４
円
・
送
料
30
銭
　
　
編
集
人　
ソ
ヴ
ェ
ト
研
究
者
協
会
・
日
ソ
文
化
連
絡
協
会
　
　
発
行
人　
桑
名
一
央
（
東
京
都
神
田
淡
路
町
一
丁
目
十
一
番
地
）
　
　
印
刷
所　
竹
田
印
刷
所
（
金
沢
市
松
ケ
枝
町
五
番
地
）
　
　
発
行
所　
ソ
ヴ
ェ
ト
文
化
社
（
東
京
都
神
田
淡
路
町
一
丁
目
十
一
番
地
）
グ
ラ
フ　
一
九
四
五
年
の
ス
ポ
ー
ツ
・
パ
レ
ー
ド





表
２
、
26
、
27
缶
詰
の
果
物









ポ
リ
ス
・
エ
フ
イ
ー
モ
フ
［
画
］　　
　
１
座
談
会　
最
近
の
ソ
ヴ
ェ
ト
を
語
る
　
　
坂
田
二
郎
［
前
同
盟
通
信
社
モ
ス
ク
ワ
特
派
員
］・
清
川
勇
吉
［
前
朝
日
新
　
　










聞
社
モ
ス
ク
ワ
特
派
員
］・
大
竹
博
吉　
２
～
14
待
ち
た
ま
へ　
楽
譜
と
原
詞
、
訳
詞
　
　




コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
シ
ー
モ
ン
フ　
小
川
亮
作
［
訳
］　
14
、
32
ア
ネ
ク
ド
ー
ト
















尾
形
昭
二　
15
～
16
ナ
デ
イ
ジ
ン
ス
ク
に
お
け
る
27
人
の
バ
チ
ザ
ン
へ
の
バ
ラ
ア
ド
　
　










ル
イ
・
ア
ラ
ゴ
ン　
大
島
博
光
［
訳
］　　
　
16
ロ
シ
ヤ
の
生
ん
だ
歴
史
画
家
ワ
シ
ー
リ
・
ス
リ
コ
フ
の
30
年
忌



17
～
19
講
座　
五
ヶ
年
計
画
の
話
（
下
）








田
村
清
吉　
20
～
23
紹
介　
ソ
ヴ
ェ
ト
勢
力
の
形
態
　
　









エ
ド
ガ
ー
・
ス
ノ
ー
著
・
木
下
秀
夫
訳　
　
　
23
一
九
四
五
年　
栄
あ
る
ス
タ
ー
リ
ン
賞
受
領
者　
芸
術
部
門




24
～
25
出
版
だ
よ
り





















　
　
　
25
体
育
祭
の
行
進





















26
～
27
コ
ル
ホ
ー
ズ
の
機
械
化













的
場
徳
造　
28
～
31
戦
勝
の
文
学
（
二
）
戦
時
ソ
ヴ
ェ
ト
文
学
の
諸
作
品


小
川
亮
作　
33
～
35
ソ
ヴ
ェ
ト
の
婦
人
代
議
員
















　
　
　
35
私
た
ち
の
教
室　
ソ
ヴ
ェ
ト
の
労
働
賃
銀
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
？
　
　

















園
部
四
郎
［
担
当
］　
36
～
37
短
波
ニ
ュ
ー
ス





















37
、
47
コ
ザ
ッ
ク
の
女
（
１
）　
原
名
べ
ー
ラ
ヤ
・
メ
チ
ェ
ー
チ
　
　








バ
バ
エ
フ
ス
キ
ー［
作
］　
横
田
瑞
穂［
訳
］　
38
～
44
赤
い
隅























　
　
　
45
南
樺
太
と
千
島
列
島
の
日
本
人
は
ど
う
し
て
い
る
か
？






46
～
47
ソ
ヴ
ェ
ト
研
究
協
会
・
日
ソ
文
化
連
絡
協
会
・
共
同
ニ
ュ
ー
ス


　
　
　
48
22『ソヴェト文化』総目次
読
者
通
信






















　
　
　
48
編
輯
後
記






















　
　
　
48
新
五
ヶ
年
計
画
の
復
興
は
進
む
（
３
枚
）









　
　
表
３
グ
ラ
フ　
一
九
四
五
年
の
ス
ポ
ー
ツ
・
パ
レ
ー
ド







　
　
表
４
第
五
号　
一
九
四
六
年
十
月
～
十
二
月
　
　
（
昭
和
二
十
一
年
十
二
月
一
日
印
刷
、
十
二
月
五
日
発
行
）
　
　
定
価
４
円
・
送
料
30
銭
　
　
編
集
人　
ソ
ヴ
ェ
ト
研
究
者
協
会
・
日
ソ
文
化
連
絡
協
会
　
　
発
行
人　
桑
名
一
央
（
東
京
都
神
田
淡
路
町
一
丁
目
十
一
番
地
）
　
　
印
刷
所　
竹
田
印
刷
所
（
金
沢
市
松
ケ
枝
町
五
番
地
）
　
　
発
行
所　
ソ
ヴ
ェ
ト
文
化
社
（
東
京
都
神
田
淡
路
町
一
丁
目
十
一
番
地
）
ソ
ヴ
ェ
ト
議
会
風
景


















　
　
表
２
代
議
員
の
横
顔
「
ク
ロ
コ
デ
ィ
ー
ル
誌
」
よ
り








　
　
　
１
社
会
主
義
と
科
学
















田
中
實　
２
～
５
ソ
ヴ
ェ
ト
の
医
療
制
度














宮
本
忍　
６
～
11
ソ
ヴ
ェ
ト
の
配
給
監
督
制
度











北
垣
信
行　
12
～
13
建
設
ニ
ュ
ー
ス




















　
12
～
13
ソ
ヴ
ェ
ト
の
通
俗
科
学
雑
誌　
　
「
科
学
と
人
生
」
に
つ
い
て　
　
　




















玉
木
英
彦　
14
～
16
科
学
ト
ピ
ッ
ク
ス















崎
川
範
行　
14
～
16
一
九
四
五
年　
ス
タ
ー
リ
ン
賞
受
賞　
雕
刻
作
品







　
　
　
17
一
九
四
五
年　
栄
あ
る
ス
タ
ー
リ
ン
賞　
科
学
部
門







18
～
19
カ
リ
ー
ニ
ン
と
農
民


















　
　
　
19
復
興
す
る
ソ
ヴ
ェ
ト



















20
～
21
ソ
ヴ
ェ
ト
議
会
の
話
　
　








イ
・
ズ
ボ
ロ
フ
ス
キ
イ　
吉
原
武
安
［
訳
］　
22
～
23
レ
ー
ニ
ン
・
ス
タ
ー
リ
ン
・
ゴ
ー
リ
キ
イ
　
　








イ
・
グ
ル
ー
ズ
ジ
ェ
フ　
大
谷
孝
雄
［
訳
］　
24
～
26
短
波
ニ
ュ
ー
ス




















　
　
　
26
講
座　
ソ
ヴ
ェ
ト
労
働
者
の
話
（
そ
の
一
）
　
　
ソ
ヴ
ェ
ト
労
働
者
の
社
会
的
地
位







西
澤
富
夫　
27
～
30
私
達
の
教
室　
ソ
ヴ
ェ
ト
で
は
な
ぜ
肅
正
行
は
れ
る
か
？
　
　

















園
部
四
郎
［
担
当
］　
31
～
32
カ
リ
ー
ニ
ン
の
国
葬


















　
　
表
３
編
輯
後
記






















　
　
表
３
タ
マ
ー
ラ
・
ハ
ヌ
ム　
ス
タ
ー
リ
ン
賞
受
賞
者
、
ウ
ヅ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
　
　
人
民
俳
優




















　
　
表
４
第
六
号　
一
九
四
七
年
九
月
　
　
（
昭
和
二
十
二
年
九
月
一
日
印
刷
、
九
月
五
日
発
行
）
　
　
定
価
15
円
　
　
編
集
者　
＊
ソ
ヴ
ェ
ト
研
究
者
協
会
・
日
ソ
文
化
連
絡
協
会
　
　
　
　
　
　
＊
今
号
よ
り
「
編
集
者
」
と
表
記
　
　
発
行
人　
桑
名
一
央
　
　
印
刷
所　
竹
田
印
刷
所
（
金
沢
市
松
ケ
枝
町
五
番
地
）
　
　
発
行
所　
ソ
ヴ
ェ
ト
文
化
社
（
東
京
都
杉
並
区
永
福
町
三
六
一
番
地
）
ト
ラ
ク
タ
ー
を
運
転
す
る
タ
ヂ
ク
共
和
国
の
婦
人







　
　
表
１
「
復
活
」
の
楽
屋
を
訪
れ
た
ソ
ヴ
ェ
ト
人










　
　
表
２
世
界
労
連
ソ
ヴ
ェ
ト
代
表
タ
ラ
ソ
フ
氏
と
デ
レ
ウ
ィ
ヤ
ン
コ
中
将

　
　
表
２
ソ
ヴ
ェ
ト
の
民
族
政
策













平
館
利
雄　
１
～
５
C
C
C
P
と
は
何
か
？
23
　
　
ソ
連
邦
を
構
成
す
る
十
六
の
共
和
国
（
１
）







６
～
７
私
の
見
た
ロ
シ
ア
革
命











小
野
俊
一　
８
～
14
、
５
私
た
ち
の
教
室　
ソ
ヴ
ェ
ト
の
独
裁
は
全
体
主
義
で
は
な
い
か
？
　
　

















園
部
四
郎
［
担
当
］　
15
、
５
新
聞
に
で
た
記
事
・
で
な
か
っ
た
話　
ス
タ
ー
リ
ン
と
ス
タ
ツ
セ
ン
の
会
談
　
　
死
刑
の
廃
止















Ｓ
・
Ｓ
生　
16
～
17
一
九
四
六
年　
輝
か
し
い
度
ス
タ
ー
リ
ン
賞
受
賞
者　
芸
術
部
門


18
～
19
科
学
ト
ピ
ッ
ク
ス　
モ
ス
ク
ワ
大
学





崎
川
範
行
［
担
当
］　　
　
20
農
民
の
ペ
ー
ジ　
ソ
連
邦
農
業
に
お
け
る
航
空
機
の
利
用




　
　
　
21
第
二
十
五
収
容
所　
シ
ベ
リ
ヤ
の
俘
虜
　
　








五
島
十
三
雄
［
ソ
連
地
区
か
ら
の
復
員
者
］　
22
～
25
文
化
ト
ピ
ッ
ク
ス　
子
供
向
記
録
映
画
「
ビ
オ
ネ
リ
ヤ
」
第
二
百
号
　
　
　
25
引
揚
者
の
ペ
ー
ジ



















　
　
　
26
本
誌
前
号
内
容













＊
表
３
で
は
な
し　
　
　
27
ソ
ヴ
ェ
ト
研
究
者
協
会
・
日
ソ
文
化
連
絡
協
会
ニ
ュ
ー
ス




　
　
　
27
編
集
後
記






















　
　
　
27
解
放
さ
れ
た
ソ
ヴ
ェ
ト
の
諸
民
族














　
表
４
第
七
号　
一
九
四
七
年
十
月
　
　
（
昭
和
二
十
二
年
十
月
一
日
印
刷
、
十
月
五
日
発
行
）
　
　
定
価
20
円
　
　
編
集
者　
ソ
ヴ
ェ
ト
研
究
者
協
会
・
日
ソ
文
化
連
絡
協
会
　
　
発
行
人　
桑
名
一
央
　
　
印
刷
所　
竹
田
印
刷
所
（
金
沢
市
松
ケ
枝
町
五
番
地
）
　
　
発
行
所　
ソ
ヴ
ェ
ト
文
化
社
（
東
京
都
杉
並
区
永
福
町
三
六
一
番
地
）
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
マ
ル
ク
・
エ
ス
タ
フ
イ
エ
ヴ
ィ
ッ
チ
・
オ
ジ
ヨ
ー
ル
ヌ
イ
　
　
























　
　
表
１
カ
ッ
ト　
村
の
娘
た
ち













今
村
主
税　
　
表
２
「
生
活
は
楽
し
く
な
っ
た
」










除
村
吉
太
郎　
３
～
７
本
誌
前
月
号
目
次



















　
　
　
７
新
五
ヵ
年
計
画
は
ど
う
し
て
進
め
ら
れ
る
か
？


園
部
四
郎　
８
～
12
、
21
科
学
ト
ピ
ッ
ク
ス　
56
染
色
体
小
麦
と
70
染
色
体
小
麦

的
場
徳
造　
　
　
13
ソ
連
邦
を
構
成
す
る
十
六
の
共
和
国
（
２
）









14
～
15
連
邦
共
和
国
の
領
土
と
人
口















　
　
　
15
秋　
絵
と
文

















赤
松
俊
子　
16
～
17
コ
ル
ホ
ー
ズ
は
ど
う
し
て
作
ら
れ
る








的
場
徳
造　
18
～
21
ス
タ
ー
リ
ン
賞
に
か
が
や
く
二
つ
の
映
画　
『
誓
い
』
と
『
ナ
ヒ
ー
モ
フ
提
督
』
　
　




















土
方
敬
太　
22
～
26
一
九
四
六
年
度
学
術
部
門
ス
タ
ー
リ
ン
賞











22
～
24
農
民
の
ペ
ー
ジ　
豊
か
に
な
っ
た
農
村
の
生
活









27
、
13
ソ
連
を
訪
れ
た
郭
沫
若
と
茅
盾










斎
籐
玄
彦　
28
～
31
児
童
図
書
館
の
話















吉
原
武
安　
28
～
31
第
二
十
五
収
容
所
（
完
）　
シ
ベ
リ
ア
の
俘
虜



五
島
十
三
雄　
32
～
33
ソ
連
兵
と
腕
時
計
















Ｓ
・
Ｓ　
32
～
33
私
達
の
教
室　
ソ
連
に
は
な
ぜ
失
業
者
が
い
な
い
か


園
部
四
郎　
34
～
35
「
ソ
ヴ
ェ
ト
文
化
」
既
刊
号
内
容













　
　
　
35
編
集
後
記






















　
　
　
35
（
広
告
）
書
籍
広
告


















　
　
表
４
第
八
号　
一
九
四
七
年
十
一
月
～
十
二
月
「
特
集　
社
会
主
義
建
設
の
三
十
年
」
　
　
（
昭
和
二
十
二
年
十
二
月
一
日
印
刷
、
十
二
月
五
日
発
行
）
　
　
特
価
25
円　
＊
「
特
価
」
の
表
記
　
　
編
集
者　
ソ
ヴ
ェ
ト
研
究
者
協
会
・
日
ソ
文
化
連
絡
協
会
24『ソヴェト文化』総目次
　
　
発
行
人　
桑
名
一
央
　
　
印
刷
所　
竹
田
印
刷
所
（
金
沢
市
松
ケ
枝
町
五
番
地
）
　
　
発
行
所　
ソ
ヴ
ェ
ト
文
化
社
（
東
京
都
杉
並
区
永
福
町
三
六
一
番
地
）
赤
衛
兵
と
語
る
レ
ー
ニ
ン








カ
ッ
ト
・
今
村
主
税　
　
表
１
画
集　
十
月
の
レ
ー
ニ
ン





ベ
・
ワ
シ
ー
リ
ー
エ
フ
［
画
］　　
表
２
ソ
ヴ
ェ
ト
経
済
の
三
十
年












堀
江
邑
一　
３
～
10
ロ
シ
ヤ
社
会
主
義
十
月
革
命
三
十
周
年
「
ソ
ヴ
ェ
ト
文
化
の
集
い
」


10
私
達
の
教
室　
ソ
ヴ
ェ
ト
と
は
何
か







園
部
四
郎　
　
　
　
11
ソ
ヴ
ェ
ト
農
業
の
三
十
年










的
場
徳
造　
12
～
15
、
31
ソ
ヴ
ェ
ト
文
学
の
三
十
年












土
方
敬
太　
16
～
19
ス
タ
ー
リ
ン
の
祝
辞














Ｍ
・
Ｉ
訳　
20
～
21
モ
ス
ク
ワ
八
百
年　
大
劇
場
に
お
け
る
祝
賀
会


「
タ
ス
」
通
信　
20
～
21
ソ
連
邦
を
構
成
す
る
十
六
の
共
和
国
（
３
）









22
～
23
十
月
祭
の
思
い
出














岩
田
み
さ
ご　
24
～
27
子
供
の
家
の
革
命
記
念
日












土
方
敬
太　
27
、
19
講
座　
十
月
革
命
の
話













大
竹
博
吉　
28
～
31
革
命
三
十
年
祭
を
迎
え
る
ソ
ヴ
ェ
ト
映
画
界



か
ね
こ
・
け
ん　
32
～
36
一
九
四
六
年　
発
明
お
よ
び
生
産
方
法
の
改
良　
ス
タ
ー
リ
ン
賞


32
～
36
シ
ベ
リ
ヤ
随
想
（
俘
虜
記
）










今
村
主
税　
37
～
40
ソ
ヴ
ェ
ト
・
ニ
ュ
ー
ス


















38
～
39
或
る
ピ
オ
ニ
ー
ル
の
話

















　
　
　
40
編
集
後
記






















　
　
　
40
ソ
連
邦
略
図　
加
盟
共
和
国
・
主
要
都
市
図









　
　
表
３
（
広
告
）
書
籍
広
告


















　
　
表
４
第
九
号　
一
九
四
八
年
一
月
　
　
（
昭
和
二
十
三
年
一
月
一
日
印
刷
、
一
月
五
日
発
行
）
　
　
定
価
20
円
　
　
編
集
者　
ソ
ヴ
ェ
ト
研
究
者
協
会
・
日
ソ
文
化
連
絡
協
会
　
　
発
行
人　
桑
名
一
央
　
　
印
刷
所　
竹
田
印
刷
所
（
金
沢
市
松
ケ
枝
町
五
番
地
）
　
　
発
行
所　
ソ
ヴ
ェ
ト
文
化
社
（
東
京
都
杉
並
区
永
福
町
三
六
一
番
地
）
表
紙




















赤
松
俊
子　
　
表
１
カ
ッ
ト



















今
村
主
税　
　
表
１
死
せ
る
英
雄
に
栄
光
あ
れ　
一
九
四
五
年
度
ス
タ
ー
リ
ン
賞
受
賞
作
品
　
　










エ
フ
・
エ
ス
・
バ
ガ
ロ
ー
ド
ス
キ
ー　
　
　
２
ソ
ヴ
ェ
ト
の
教
育
制
度













福
井
研
介　
３
～
８
ソ
ヴ
ェ
ト
の
社
会
科
学
（
１
）














９
～
11
１
月
の
歴
史
こ
よ
み



















　
　
11
ソ
ヴ
ェ
ト
文
化
愛
好
会














Ｋ
・
Ｋ　
　
　
11
ソ
連
邦
を
構
成
す
る
十
六
の
共
和
国
（
４
）









　
　
12
ソ
ヴ
ェ
ト
の
都
市
人
口


















　
　
12
社
会
主
義
競
争
と
ス
タ
ハ
ノ
フ
運
動








園
部
四
郎　
13
～
17
炭
鉱
労
働
者
に
位
階
制
が
設
定
さ
れ
た







大
谷
孝
雄　
18
～
19
フ
ァ
デ
ー
エ
フ
の
新
作
「
若
き
親
衛
隊
」






袋
一
平　
20
～
21
ソ
ヴ
ェ
ト
の
女
流
雕
刻
家
ヴ
ェ
ー
ラ
・
ム
ヒ
ー
ナ
と
そ
の
作
品



22
～
23
ソ
ヴ
ェ
ト
演
劇
の
近
況













土
方
敬
太　
24
～
26
ソ
ヴ
ェ
ト
の
東
洋
学


















　
　
　
27
ソ
ヴ
ェ
ト
の
農
業
の
指
導
者　
イ
ワ
ン
・
ミ
チ
ュ
ー
リ
ン
　
　


















的
場
徳
造　
31
～
33
、
17
私
た
ち
の
教
室　
ソ
連
で
は
イ
ン
テ
リ
と
は
ど
ん
な
人
々
を
い
う
の
か
？
25
　
　




















園
部
四
郎　
　
　
32
一
九
三
七
年
現
在
ソ
ヴ
ェ
ト
・
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
ツ
イ
ア
の
職
業
別
構
成
　
　

























　
　
32
ロ
シ
ヤ
人
の
印
象















橋
本
正
雄　
33
～
34
ソ
ヴ
ェ
ト
人
の
教
養














祖
泉
隆
平　
34
、
26
ソ
ヴ
ェ
ト
・
ニ
ュ
ー
ス　
新
五
ヶ
年
計
画
の
進
行
ぶ
り






34
～
35
編
集
後
記






















　
　
　
35
（
広
告
）
書
籍
広
告


















　
　
表
４
第
十
号　
一
九
四
八
年
二
月
（
昭
和
二
十
三
年
二
月
五
日
発
行
）
　
　
　
　
＊
今
号
か
ら
印
刷
日
な
し
　
　
定
価
20
円
　
　
編
集
者　
ソ
ヴ
ェ
ト
研
究
者
協
会
・
日
ソ
文
化
連
絡
協
会
　
　
発
行
人　
桑
名
一
央
　
　
印
刷
所　
竹
田
印
刷
所
（
金
沢
市
松
ケ
枝
町
五
番
地
）
　
　
発
行
所　
ソ
ヴ
ェ
ト
文
化
社
（
東
京
都
杉
並
区
永
福
町
三
六
一
番
地
）
レ
ー
ニ
ン
・
ス
タ
ー
リ
ン
・
ス
ヴ
ェ
ル
ド
ロ
フ


ワ
シ
ー
リ
エ
フ　
　
表
１
ソ
ヴ
ェ
ト
画
壇
の
長
老　
コ
ン
チ
ャ
ロ
フ
ス
キ
ー
の
家
庭
と
作
品

　
　
　
２
戦
後
ソ
連
の
国
民
所
得














馬
込
潜　
３
～
６
信
賞
必
罰　
受
容
所
生
活
の
追
想









Ｎ
・
Ｍ
正　
　
　
６
ソ
連
の
国
民
は
ど
う
な
税
金
を
納
め
る
か
？





園
部
四
郎　
７
～
９
ソ
ヴ
ェ
ト
の
社
会
科
学
（
２
・
完
）












10
～
11
言
語
学
者
ニ
コ
ラ
イ
・
マ
ー
ル　
人
と
な
り
と
学
説


大
島
義
夫　
12
～
15
コ
ル
キ
ー
ズ
農
民
の
た
め
の
住
宅
設
計












16
～
17
話
題　
ソ
連
の
科
学
者
は
ど
ん
な
待
遇
を
う
け
て
い
る
か
？
　
　



















ボ
ボ
フ
博
士　
16
～
17
ソ
ヴ
ェ
ト
哲
学
界
の
近
況












Ａ
・
Ｏ
生　
18
～
21
ソ
連
邦
を
構
成
す
る
十
六
の
共
和
国
（
５
）







18
～
19
、
11
最
近
の
ソ
ヴ
ェ
ト
文
壇













横
田
瑞
穂　
22
～
25
ソ
連
邦
の
勲
章
と
称
号


















22
～
24
講
座　
ソ
ヴ
ェ
ト
の
労
働
組
合
（
１
）






西
澤
富
夫　
26
～
29
ソ
連
女
性
二
態
















Ｓ
・
Ｍ
生　
　
　
29
ソ
連
炭
鉱
経
営
の
實
際











花
井
頼
三　
30
～
33
、
９
ソ
ヴ
ェ
ト
・
ニ
ュ
ー
ス


















32
～
33
私
た
ち
の
教
室　
ソ
連
の
新
通
貨
発
行
の
狙
い
は
？


園
部
四
郎　
　
　
34
２
月
の
歴
史
暦
・
２
月
に
生
れ
た
人
々











　
　
　
35
あ
と
が
き






















　
　
　
35
（
広
告
）
書
籍
広
告


















　
　
表
４
第
十
一
号　
一
九
四
八
年
五
月
（
昭
和
二
十
三
年
五
月
五
日
発
行
）
　
　
「
特
集
１　
ソ
ヴ
ェ
ト
文
学
の
新
し
い
発
展
　
　
 
特
集
２　
引
揚
者
に
き
く
ソ
連
の
実
相
」
　
　
定
価
25
円
　
　
編
集
者　
ソ
ヴ
ェ
ト
研
究
者
協
会
・
日
ソ
文
化
連
絡
協
会
　
　
発
行
人　
桑
名
一
央
　
　
印
刷
所　
竹
田
印
刷
所
（
金
沢
市
松
ケ
枝
町
五
番
地
）
　
　
発
行
所　
ソ
ヴ
ェ
ト
文
化
社
（
東
京
都
杉
並
区
永
福
町
三
六
一
番
地
）
表
紙



















　
寺
島
貞
志　
　
表
１
19
世
紀
の
進
歩
的
画
家
ニ
コ
ラ
イ
・
ヤ
ロ
シ
ェ
ン
コ






　
　
　
２
座
談
会　
ソ
ヴ
ェ
ト
文
学
の
新
し
い
発
展
　
　





山
村
房
次
・
除
村
吉
太
郎
・
井
上
満
・
福
井
研
介　
３
～
11
10
月
革
命
30
周
年
記
念
日
の
モ
ス
ク
ワ












４
～
11
26『ソヴェト文化』総目次
ソ
ヴ
ェ
ト
・
ニ
ュ
ー
ス


















12
～
13
シ
ュ
ミ
ッ
ト
博
士
と
チ
ェ
リ
ュ
ー
ス
キ
ン
探
検
隊

玉
木
英
彦　
13
、
14
～
17
ソ
ヴ
ェ
ト
・
ニ
ュ
ー
ス
評













井
上
満　
18
～
19
講
座　
ソ
ヴ
ェ
ト
の
労
働
組
合
（
２
・
完
）




西
澤
富
夫　
20
～
23
チ
ュ
ス
世
界
選
手
権
争
奪
戦
















24
～
25
ソ
ヴ
ェ
ト
戯
曲
コ
ン
ク
ー
ル
















24
～
25
マ
ル
シ
ャ
ン
ス
ク
博
物
館
見
学
記










丸
美
好　
26
～
29
男
女
共
学
の
廃
止















平
田
重
明　
28
～
29
馬
鹿
者
の
型
「
ク
ロ
コ
デ
ィ
ー
ル
誌
」
よ
り










　
　
29
座
談
会　
引
揚
者
に
き
く
ソ
連
の
実
相
　
　









吉
本
粂
雄
・
朝
泉
隆
平
・
西
出
實　
30
～
33
、
23
私
た
ち
の
教
室　
ソ
ヴ
ェ
ト
に
お
け
る
批
判
の
意
味
は
？
園
部
四
郎　
　
　
34
３
月
の
歴
史
暦
・
３
月
生
れ
た
人
々













　
　
35
安
心
な
さ
い
「
ク
ロ
コ
デ
ィ
ー
ル
誌
」
よ
り










　
　
35
編
集
後
記























　
　
35
（
広
告
）
書
籍
広
告



















　
表
４
第
十
二
号　
一
九
四
八
年
六
月
　
　
（
昭
和
二
十
三
年
六
月
五
日
発
行
）「
特
集　
抑
留
生
活
の
実
相
報
告
」
　
　
定
価
30
円
　
　
編
集
者　
ソ
ヴ
ェ
ト
研
究
者
協
会
・
日
ソ
文
化
連
絡
協
会
　
　
発
行
人　
桑
名
一
央
　
　
印
刷
所　
竹
田
印
刷
所
（
金
沢
市
松
ケ
枝
町
五
番
地
）
　
　
発
行
所　
ソ
ヴ
ェ
ト
文
化
社
（
東
京
都
杉
並
区
永
福
町
三
六
一
番
地
）
表
紙




















今
村
主
税　
　
表
１
カ
ッ
ト














寺
島
貞
志
・
高
柳
博
也　
　
表
１
ブ
ル
ガ
リ
ヤ
の
音
楽
娘

















　
　
表
２
タ
ン
ボ
フ
工
場
の
生
活　
す
ば
ら
し
か
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ソ
連
の
捕
虜
生
活
　
　




















田
鎖
源
一　
３
～
９
マ
ル
シ
ャ
ン
ス
ク
７
０
６
４
収
容
所








高
柳
博
也　
　
　
５
民
主
主
義
運
動
の
勃
興













高
柳
博
也　
　
　
７
作
業
と
ノ
ル
マ
















高
柳
博
也　
　
　
９
ソ
ヴ
ェ
ト
女
性
点
描














天
野
貞
夫　
10
～
11
マ
ル
シ
ャ
ン
ス
ク
の
街













高
柳
博
也　
　
　
11
戦
争
と
復
興

















南
信
四
郎　
12
～
13
音
楽
の
国
民

















高
柳
博
也　
　
　
13
Ｎ
大
尉
の
思
い
出　
満
洲
引
揚
の
一
挿
話




菅
原
時
雄　
14
～
15
、
13
村
の
踊
り


















高
柳
博
也　
　
　
15
私
た
ち
の
教
室　
ソ
連
引
揚
者
の
反
ソ
デ
マ
は
な
ぜ
起
っ
た
か
　
　




















園
部
四
郎　
16
～
17
ソ
連
断
章




















八
秋　
16
～
17
迷
論
と
「
卓
見
」














尾
形
昭
二　
18
～
19
ソ
連
音
楽
家
の
幸
福














関　
鑑
子　
　
　
19
文
化
ニ
ュ
ー
ス





















18
～
19
シ
ョ
ー
ロ
ホ
フ
「
彼
等
は
祖
国
の
た
め
に
戦
え
り
」


昇
曙
夢　
20
～
23
天
分
「
ク
ロ
コ
デ
ィ
ー
ル
誌
」
よ
り












　
　
　
23
ソ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
と
将
軍
「
ク
ロ
コ
デ
ィ
ー
ル
誌
」
よ
り





　
　
　
23
エ
イ
ゼ
ン
シ
テ
イ
ン
の
悲
劇










馬
上
義
太
郎　
24
～
25
講
座　
ソ
ヴ
ェ
ト
の
生
物
学
（
１
）








丘
英
通　
26
～
28
座
談
会　
ソ
ヴ
ェ
ト
文
学
の
新
し
い
発
展
（
２
・
完
）
　
　



山
村
房
次
・
除
村
吉
太
郎
・
井
上
満
・
福
井
研
介　
29
～
34
、
28
４
月
の
歴
史
暦




















　
　
　
35
「
ソ
ヴ
ェ
ト
文
化
」
既
刊
号
内
容













　
　
　
35
27
あ
と
が
き






















　
　
　
35
（
広
告
）
書
籍
広
告


















　
　
表
４
第
十
三
号　
一
九
四
八
年
八
月
　
　
（
昭
和
二
十
三
年
八
月
五
日
発
行
）「
ソ
ヴ
ェ
ト
の
芸
術
特
集
」
　
　
定
価
35
円
　
　
編
集
者　
ソ
ヴ
ェ
ト
研
究
者
協
会
・
日
ソ
文
化
連
絡
協
会
　
　
発
行
人　
桑
名
一
央
　
　
印
刷
所　
竹
田
印
刷
所
（
金
沢
市
松
ケ
枝
町
五
番
地
）
　
　
発
行
所　
ソ
ヴ
ェ
ト
文
化
社
（
東
京
都
杉
並
区
永
福
町
三
六
一
番
地
）
カ
ッ
ト













　
寺
島
貞
志
・
今
村
主
税　
　
表
１
あ
る
日
の
ソ
ヴ
ェ
ト
芸
術
家　
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
の
舞
踏
家
　
　
ア
ル
ラ
・
シ
ェ
レ
ス
ト
さ
ん













　
　
表
２
ソ
連
の
歩
み　
政
治　
生
活
を
明
る
く
す
る
政
治




Ｓ
・
Ｓ　
３
～
４
ソ
連
の
歩
み　
外
交　
米
ソ
覚
書
事
件








Ｓ
・
Ｏ　
４
～
５
ソ
連
の
歩
み　
文
化　
民
族
文
化
の
開
花







Ｍ
・
Ｉ　
　
　
５
シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
ッ
チ
の
横
顔







園
部
三
郎　
６
～
９
、
11
ソ
ヴ
ェ
ト
作
曲
界
の
三
巨
匠
















　
　
７
ソ
ヴ
ェ
ト
音
楽　
そ
の
特
徴
と
現
状













８
～
９
ソ
ヴ
ェ
ト
音
楽
は
如
何
に
批
判
さ
れ
た
か
？





成
田
梅
吉　
10
～
11
党
の
音
楽
批
判
は
ど
う
な
反
響
を
よ
ん
だ
か
？









10
～
11
「
現
代
ロ
シ
ヤ
音
楽
の
夕
」
を
語
る　
山
根
銀
二
ほ
か






12
～
13
一
九
四
七
年
度
ス
タ
ー
リ
ン
賞　
音
楽
の
部









　
　
　
13
セ
ル
ゲ
イ
・
ア
プ
ラ
ツ
オ
フ
と
ソ
ヴ
ェ
ト
の
人
形
劇



Ｔ
・
Ｋ　
14
～
15
コ
ン
チ
ャ
ロ
フ
ス
キ
ー
の
思
い
出









矢
部
友
衛　
16
～
19
一
九
四
七
年
度
ス
タ
ー
リ
ン
賞　
文
学
の
部






Ｍ
・
Ｉ　
16
～
17
一
九
四
七
年
度
ス
タ
ー
リ
ン
賞　
映
画
の
部






Ｋ
・
Ｈ　
18
～
19
ミ
ホ
エ
ロ
ス
の
死















土
方
與
志　
19
～
20
漫
画　
重
量
揚
選
手
の
生
活
二
面
「
ク
ロ
コ
デ
ィ
ー
ル
」
誌
よ
り

　
　
　
20
講
座　
ソ
ヴ
ェ
ト
の
生
物
学
（
２
・
完
）






丘
英
通　
21
～
23
ソ
ヴ
ェ
ト
・
バ
レ
エ
の
最
初
の
道
標









中
根
宏　
24
～
27
東
京
通
信






















　
　
　
27
夏
の
思
い
出
















岩
田
み
さ
ご　
28
～
29
幣
制
改
革
の
前
後
















田
邊
稔　
28
～
31
極
東
ソ
連
の
近
況















宮
元
健
治　
30
～
31
東
欧
ニ
ュ
ー
ス




















　
　
　
31
次
号
予
告






















　
　
　
31
蒙
古
の
工
場
風
景
















清
水
久　
32
～
33
あ
と
が
き






















　
　
　
34
映
画
紹
介　
愛
へ
の
誓
い　
レ
ン
フ
イ
ル
製
作
所
一
九
四
七
年
度
作
品
　
　
























34
～
表
３
（
広
告
）
書
籍
広
告


















　
　
表
４
第
十
四
号　
一
九
四
八
年
十
月
（
昭
和
二
十
三
年
十
月
五
日
発
行
）
　
「
特
集　
世
界
平
和
と
ソ
連
邦
」
　
　
定
価
35
円
　
　
編
集
者　
ソ
ヴ
ェ
ト
研
究
者
協
会
・
日
ソ
文
化
連
絡
協
会
　
　
発
行
人　
桑
名
一
央
　
　
印
刷
所　
竹
田
印
刷
所
（
金
沢
市
松
ケ
枝
町
五
番
地
）
　
　
発
行
所　
ソ
ヴ
ェ
ト
文
化
社
（
東
京
都
杉
並
区
永
福
町
三
六
一
番
地
）
カ
ッ
ト
・
挿
絵

寺
島
貞
志
・
今
村
主
税
・
高
柳
博
也
・
藤
島
拓
郎　
　
表
１
炭
坑
の
町　
マ
ケ
エ
フ
カ
の
復
興













　
　
表
２
28『ソヴェト文化』総目次
ソ
連
の
歩
み　
経
済　
切
符
制
廃
止
ご
の
う
ご
き




Ｔ
・
Ｎ　
３
～
４
ソ
連
の
歩
み　
外
交　
四
つ
の
憲
法
と
四
つ
の
拒
否



Ｓ
・
Ｏ　
４
～
５
愛
読
者
カ
ー
ド
よ
り


















　
　
　
４
ソ
連
の
歩
み　
文
化　
ソ
ヴ
ェ
ト
祖
国
と
い
う
も
の



Ｍ
・
Ｉ　
　
　
５
座
談
会　
ソ
連
人
と
平
和　
田
邊
稔
・
高
柳
博
也
・
藤
島
拓
郎
・
鈴
木
勝
朗
・
　
　







宮
元
健
治
・
田
鎖
源
一
（
司
会
）
尾
形
昭
二　
６
～
12
後
半
期
に
は
い
っ
た
五
ヶ
年
計
画
実
績
表










　
　
　
７
ソ
連
の
平
和
の
た
め
の
闘
い











堀
江
邑
一　
13
～
17
第
二
職
業
「
ク
ロ
コ
デ
ィ
ー
ル
」
誌
よ
り










　
　
　
14
ソ
ヴ
ェ
ト
外
交
重
要
日
誌　
一
九
四
五
年　
一
九
四
八
年
七
月



16
～
17
ソ
ヴ
ェ
ト
の
汽
車
の
旅













津
村
謙
二　
18
～
20
ソ
連
外
交
を
担
う
人
々













畑
中
政
春　
21
～
23
ソ
連
邦
科
学
者
の
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
博
士
へ
の
公
開
状

Ｔ
・
Ｏ　
22
～
23
グ
リ
ー
ン
の
「
南
の
風
」











黒
田
辰
男　
24
～
27
ネ
ド
ゴ
ー
ノ
フ
の
長
篇
敍
事
詩
「
村
ソ
ヴ
ェ
ト
の
上
に
ひ
ら
め
く
旗
」
　
　





















井
上
満　
26
～
27
座
談
会　
ソ
ヴ
ェ
ト
経
済
の
現
状
と
展
望
　
　





尾
形
昭
二
・
堀
江
邑
一
・
西
澤
富
夫
・
副
島
種
典　
28
～
33
本
年
第
１
・
４
半
期
の
ゴ
ス
プ
ラ
ン
報
告











30
～
31
解
決
策
は
発
見
さ
れ
た
「
ク
ロ
コ
デ
ィ
ー
ル
」
誌
よ
り





　
　
　
33
文
化
ニ
ュ
ー
ス




















　
　
　
33
事
実
と
数
字　
ソ
ヴ
ェ
ト
国
民
の
生
活
は
い
か
に
向
上
さ
れ
た
か
？
　
　
























　
　
　
34
あ
と
が
き






















　
　
　
34
女
流
ピ
ア
ニ
ス
ト　
ニ
ー
ナ
・
エ
メ
リ
ア
ノ
ワ
女
史






　
　
表
３
（
広
告
）
書
籍
広
告


















　
　
表
４
第
十
五
号　
一
九
四
八
年
十
二
月
（
昭
和
二
十
三
年
十
二
月
五
日
発
行
）
　
　
「
特
集　
ソ
ヴ
ェ
ト
の
母
子
保
護
政
策
」
　
　
定
価
35
円
　
　
編
集
者　
ソ
ヴ
ェ
ト
研
究
者
協
会
・
日
ソ
文
化
連
絡
協
会
　
　
発
行
人　
桑
名
一
央
　
　
印
刷
所　
竹
田
印
刷
所
（
金
沢
市
松
ケ
枝
町
五
番
地
）
　
　
発
行
所　
ソ
ヴ
ェ
ト
文
化
社
（
東
京
都
杉
並
区
永
福
町
三
六
一
番
地
）
託
児
所
ス
ナ
ッ
プ



















　
　
表
２
ソ
連
の
歩
み　
経
済　
五
ヶ
年
計
画
の
進
展






Ｔ
・
Ｎ　
３
～
４
ソ
連
の
歩
み　
外
交　
ベ
ル
リ
ン
と
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド



Ｓ
・
Ｏ　
　
　
４
ソ
連
の
歩
み　
文
化　
ソ
ヴ
ェ
ト
の
親
子







Ｍ
・
Ｉ　
　
　
５
ソ
ヴ
ェ
ト
の
母
子
保
護
政
策












野
坂
龍　
６
～
８
幼
稚
園
の
一
日















７
、
９
、
11
、
13
、
15
イ
ス
ベ
ス
ト
コ
ウ
ワ
ヤ
の
幼
稚
園







鈴
木
勝
朗　
９
～
11
、
15
ソ
ヴ
ェ
ト
託
児
所
の
衛
生
規
則










草
野
信
男　
９
～
13
コ
ル
ホ
ー
ズ
の
託
児
所













高
柳
博
也　
12
～
13
『
子
供
の
家
』















岩
田
み
さ
ご　
14
～
15
ゾ
ー
ヤ
・
コ
ス
モ
デ
ミ
ヤ
ン
ス
カ
ヤ








除
村
ヤ
エ　
16
～
19
五
ヵ
年
計
画
を
四
ヵ
年
で
！















　
　
　
19
万
能
プ
ラ
カ
ー
ド
「
ク
ロ
コ
デ
ィ
ー
ル
」
誌
よ
り







　
　
　
19
二
月
か
ら
十
月
へ　
ポ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
勝
利
の
道
　
　













オ
カ
モ
ト
・
サ
ブ
ロ
ウ　
20
～
25
、
29
十
月
革
命
の
エ
ピ
ソ
ー
ド













内
田
敏　
26
～
29
ソ
ヴ
ェ
ト
の
参
戦
と
太
平
洋
戦
争
の
終
結










　
　
　
29
音
楽
映
画
「
グ
リ
ン
カ
」












中
根
宏　
30
～
32
た
く
ま
し
い
ソ
連
の
女
性












高
柳
博
也　
　
　
32
29
収
容
所
の
ア
ト
リ
エ














高
柳
博
也　
　
　
32
数
字
と
事
実　
ソ
ヴ
ェ
ト
で
は
ど
ん
な
書
物
が
ど
れ
だ
け
出
版
さ
れ
る
か
？
　
　
























　
　
　
33
「
ビ
オ
ネ
ー
ル
の
家
」
の
は
な
し





そ
の
べ
・
し
ろ
う　
34
～
表
３
（
広
告
）
書
籍
広
告


















　
　
表
４
投　
稿　
規　
程
一
、
投
稿
に
資
格
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。 
二
、
テ
ー
マ
は
大
衆
文
化
に
関
す
る
も
の
。 
三
、
枚
数
は
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
換
算
で
、 
二
〇
枚
程
度
。 
四
、
採
否
は
編
集
委
員
会
で
決
定
し
ま
す
。 
五
、
投
稿
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、 
立
教
大
学
江
戸
川
乱
歩
記
念
大
衆
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
宛
て
に
お
送
り
下
さ
い
。
な
お
原
稿
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。
